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『中
務
内
侍
日
記
』
論

―
―
皇
統
に
対
す
る
作
者
の
意
識
―
―

は

じ

め

に

鎌
倉
末
期
成
立
の

『中
務
内
侍
日
記
』
は
、
伏
見
天
皇
に
仕
え
た
内
侍
の
日

記
で
あ
る
。
冒
頭
に
序
文
と
も
い
え
る
作
者
の
感
懐
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
前
半

部
に
は
、
伏
見
天
皇
が
い
ま
だ
春
宮
で
あ
っ
た
時
代
、
弘
安
三
年

（
一
二
八
〇

年
）
か
ら
九
年

（
一
二
八
六
年
）
ま
で
の
、
そ
し
て
後
半
部
に
は
即
位
後
の
弘

安
十
年

（
一
二
八
七
年
）
か
ら
正
応
五
年

（
一
二
九
二
年
）
ま
で
の
記
事
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。

本
日
記
の
課
題
は
少
な
く
な
い
。
『中
務
内
侍
日
記
』
の
研
究
は
、
対
に
さ
れ

る
こ
と
の
多
い

『弁
内
侍
日
記
』
に
比
す
る
な
ら
、
若
干
で
は
あ
る
も
の
の
、

進
ん
で
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
諸
本
論
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
主
た
る

伝
本
が
校
合
さ
れ
、
彰
考
館
蔵
本
が
現
存
伝
本
の
底
本
で
あ
る
こ
と
が
、
す
で

に
判
明
し
て
お
り
、
作
品
論
も
、
先
学
に
よ
っ
て
、
主
題
論
、
典
拠
論
、
京
極

派
歌
壇
と
の
関
係
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、
各
方
面
か
ら
考
究
が
な
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
研
究
論
文
の
絶
対
数
が
希
少
で
あ
る
。
そ
し
て
、

作
品
に
対
す
る
既
成
の
評
価
を
打
破
し
に
く
い
と
い
う
の
が
、
な
に
よ
り
の
問

題
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

殊
に
、
主
題
論
に
お
い
て
は
、
序
文
の
問
題
と
絡
め
、
作
者
の
無
常
観
の
み

阿

部

真

弓

が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
全
編
通
じ
て
哀
調
感
漂
う
本
作
品
か
ら
、
そ
う
し
た
も

の
を
読
み
取
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
要

素
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
近
年
、
『中
務
内
侍
日
記
』
研
究
に
も
、
よ
う

や
く
転
機
の
兆
し
が
現
わ
れ
、
興
味
深
い
見
解
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
の
、
本
作
品
に
は
、
未
だ
検
討
す
べ
き
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

拙
稿
で
は
、
従
来
、
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
本

日
記
の
本
質
に
迫
る
上
で
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
、

冒
頭
に
配
さ
れ
た
数
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
端
緒
に
し
、
考
え
て
み
た
い
。

一

『中
務
内
侍
日
記
』
に
は
、
序
文
の
後
、
弘
安
三
年
十
二
月
十
五
日
の
冷
泉

富
小
路
殿
の
風
情
あ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
は
後
深
草
院
が
御
所
と

し
て
お
り
、
こ
こ
に
後
の
伏
見
天
皇
、
当
時
春
宮
の
熙
仁
親
王
も
住
し
て
い
た
。

院
が
、
懺
法
の
た
め
伏
見
殿
に
御
幸
さ
れ
た
そ
の
夜
、
中
務
内
侍
は
雪
模
様
の

庭
の
様
子
に
心
を
動
か
さ
れ
る
が
、
思
い
を
分
か
ち
合
う
相
手
が
い
な
い
。

ひ
と
り
眺
め
ん
も
す
き
ォ
ヽ
し
か
り
ぬ
べ
け
れ
ば
、
入
て
臥
し
ぬ
る
に
、

春
宮
御
方
、
釣
殿
に
出
で
さ
せ
お
は
し
ま
す
。
御
供
、
左
衛
門
督
の
殿

・



内
侍
殿
、
男
に
は
左
中
将
ば
か
り
参
る
。
宰
相
殿

。
宮
内
、
三
人
寝
ぬ
る

を
、
「御
所
に
成
り
ぬ
る
」
と
て
あ
れ
ば
、
み
な
起
き
て
参
る
。

春
宮
が
出
御
さ
れ
、
次
々
に
女
房
達
が
参
上
す
る
が
、
男
性
で
伺
候
す
る
者

は
左
中
将
京
極
為
兼
の
み
で
あ
っ
た
。
「音
な
く
静
ま
り
た
る
に
、
た
え
´
ヽ
岩

に
洩
る
ヽ
水
の
音
ば
か
り
」
す
る
と
い
う
、
誠
に
清
寂
と
し
た
夜
で
あ
る
。

権
大
夫
、
祗
候
し
た
る
程
な
る
に
、
御
使
あ
り
。
「常
磐
井
殿
の
御
参
り
」

と
ば
か
り
答
へ
て
、
局
に
は
小
さ
き
童
ば
か
り
ぞ
あ
る
。
「
い
と
念
な
く
、

初
雪
の
心
地
し
て
」
な
ど
申
。

右
掲
引
用
部
の
解
釈
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
岩
佐
美
代
子
氏
の
説
に
従

い
た
い
。
ギ
権
大
夫
、
祗
候
し
た
る
程
な
る
に
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
宮
権

大
夫
堀
川
具
守
は
御
所
に
参
上
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
、
お
そ
ら
く
そ
の
夜
、

御
所
の
夜
番
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
興
趣
あ
る
今
宵
、

何
候
す
る
男
性
貴
族
が
最
近
出
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
京
極
為
兼
の
み
で
は
、

と
い
う
こ
と
で
、
堀
川
具
守
が
御
所
に
伺
候
し
た
と
思
わ
れ
る
頃
、
「御
前
に
参

上
せ
よ
」
と
宿
直
所
に
お
使
い
を
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
パ
フ
は
常
磐
井
殿
へ
参
っ

て
お
り
ま
す
」
と
の
返
事
が
あ
っ
た
と
い
う
状
況
と
解
釈
さ
れ
る
。

こ
の
後
、
春
宮
は
、
同
じ
く
留
守
で
あ
っ
た
後
深
草
院
中
宮
東
二
条
院
の
邸

で
、
風
情
あ
る
壷
庭
を
御
覧
に
な
る
。
女
院
方
の
女
房
も
多
く
は
ま
だ
臥
し
て

は
お
ら
ず
、
「
い
と
艶
だ
ち
て
お
か
し
き
事
ど
も
」
を
語
り
合
っ
た
。

如
上
に
お
い
て
注
目
し
た
い
の
は
、
情
趣
あ
る
も
の
の
、
し
か
し
あ
ま
り
に

も
静
か
で
閑
散
と
し
た
御
所
の
光
景
で
あ
る
。
こ
の
記
事
を
あ
り
の
ま
ま
に
解

釈
す
る
な
ら
、
こ
の
夜
春
宮
に
仕
え
て
い
た
の
は
女
性
ば
か
り
で
、
夜
番
に
当

っ
て
い
た
は
ず
の
公
卿
で
す
ら
伺
候
せ
ぬ
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

多
く
の
貴
族
は
後
深
草
院
伏
見
殿
御
幸
に
供
奉
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
の
、
し
か
し
実
は
、
そ
の
よ
う
な
特
別
な
事
情
に
限
ら
ず
、
寂
々
た
る
春
宮

御
所
と
い
う
の
が
ご
く
日
常
の
状
態
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
春
宮
時
代
の
伏

見
天
皇
の
周
辺
を
描
い
た

『春
の
深
山
路
』
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
十
日
、
国
副
酬
洲
劃
翻
馴
劃
劉
Ⅶ
到
側
矧
酬
刻
馴
洲
釧
刻
刻
釧
ｏ
庇
に
て
打

ち
声
作
れ
ば
、
や
が
て
出
で
さ
せ
お
は
し
ま
し
て
、
ズ
７年
は
い
ま
だ
郭
公

こ
そ
聞
か
ね
。
誰
か
聞
き
た
る
」
と
御
尋
ね
あ
れ
ば
、
御
引
ｄ
倒
劃
劇
房

測
日
も
、
い
ま
だ
聞
か
ぬ
由
申
さ
る
。
　

　

　

（弘
安
三
年
四
月
十
日
）

。
御
方
違
へ
の
た
め
に
、
院
、
こ
の
御
方
へ
な
る
。
川
ガ
劇
州
コ
刈
ぼ
洲
列

伺
倒
引
。
暁
の
鐘
の
後
還
御
。
　
　
　
　
　
（弘
安
三
年
五
月
十
四
日
）

・
廿
六
日
、
坊
目
製
引
測
剥
Ｊ
Ы
因
引
冽
ｕ
。

（弘
安
三
年
八
月
二
十
六
日
）

飛
鳥
井
雅
有
は
、
春
宮
を
中
心
と
し
た
文
化
サ
ー
ク
ル
が
生
成
さ
れ
て
い
く

状
況
を
つ
ぶ
さ
に
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
日
頃
は
人
影
の
な
い
春
宮

御
所
の
様
子
も
克
明
に
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
当
時
は
春
宮
御
所
に

限
ら
ず
、
後
深
草
院
仙
洞
御
所
で
す
ら
、
伺
候
す
る
貴
族
の
少
な
か
っ
た
こ
と

が
、
『と
は
ず
が
た
り
』
の
記
事
か
ら
見
出
さ
れ
る
。

人
召
す
音
の
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
何
事
に
か
と
思
ひ
て
参
り
た
る
に
、
制
前
日

国
因
剖
引
ｕ
。
御
湯
殿
の
上
に
、
一
人
立
た
せ
た
ま
ひ
た
る
程
な
り
。
Ｆ
」

の
ほ
ど
は
、
人
ゝ
の
里
住
み
に
て
、
余
り
に
寂
し
き
心
地
す
る
に
、
常
に

局
が
ち
な
る
は
、
い
づ
れ
の
方
ざ
ま
に
引
く
心
に
か
」
な
ど
仰
せ
ら
る
ゝ

も
、
例
の
と
む
つ
か
し
き
に
、
…
…
　
　
　
　
　
（巻
三
　
弘
安
四
年
）

鎌
倉
期
に
お
い
て
、
皇
居
に
伺
候
す
る
者
が
女
性
中
心
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
服
藤
早
苗
氏
が

「平
安
期
に
は
男
た
ち
が
天
皇
を
日
夜
守
っ
て
い
た
の

に
対
し
、鎌
倉
期
に
は
女
た
ち
が
守
護
し
て
い
た
こ
と
が
鮮
明
に
な
る
。
（中
略
）

平
安
後
期
か
ら
、
天
皇
の
父
で
あ
る
上
皇
が
院
政
を
行
い
政
治
権
力
を
掌
握
し

た
結
果
、
幼
帝
の
周
囲
に
は
政
治
力
を
頼
む
男
た
ち
が
さ
ほ
ど
集
ま
ら
な
く
な



っ
た
た
め
、
女
た
ち
の
役
割
が
重
く
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ

る
が
、
春
宮
の
み
な
ら
ず
、
後
深
草
院
に
参
上
す
る
貴
族
ま
で
も
が
少
な
い
最

大
の
理
由
は
、
や
は
り
当
時
が
大
覚
寺
統
の
世
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
ね
ば
な

る
ま
い
。
以
下
に
簡
単
な
年
表
を
掲
げ
、
こ
の
前
後
の
皇
位
継
承
の
状
況
を
確

認
し
て
お
く
。

文
永
５

（囲
）
年
８
月
２５
日
　
　
亀
山
天
皇
世
仁
親
王
立
太
子
。

９

（螺
）
年
２
月
１７
日
　
　
後
嵯
峨
法
皇
崩
御
。

１１

（囲
）
年
１
月
２６
日
　
　
後
宇
多
天
皇
践
詐
。

建
治
元

（聞
）
年
４
月
９
日
　
　
後
深
草
院
、
尊
号
を
辞
す
。

■
月
５
日
　
　
後
深
草
院
熙
仁
親
王
立
太
子
。

弘
安
１０

（囲
）
年
１０
月
１２
日
　
　
東
使
、
西
園
寺
実
兼
を
訪
ね
、
受
禅
の

こ
と
を
計
ら
う
。

１０
月
２．
日
　
　
伏
見
天
皇
践
酢
。

一
時
は
失
意
の
底
に
あ
っ
た
後
深
草
院
側
も
熙
仁
親
王
が
春
宮
に
立
ち
、
弘

安
三
年
頃
は
両
統
の
関
係
も
比
較
的
安
定
し
た
状
態
を
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

立
太
子
よ
り
は
や
五
年
、
践
詐
を
切
望
し
て
も
、
そ
の
き
ざ
し
が
全
く
現
れ
な

い
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
『春
の
深
山
路
』
作
者
飛
鳥
井
雅
有

が
後
深
草
院
の
下
命
を
拝
し
、
鎌
倉
に
下
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

・
坊
に
参
り
た
れ
ば
、
宮
内
卿
の
局
に
て
、
院
の
御
方
よ
り
、
「思
し
召
さ
る

る
や
う
あ
り
。
差
し
当
た
り
て
咎
め
な
ど
あ
る
ま
じ
き
程
な
ら
ば
、
春
ま

で
は
延
び
て
伺
候
せ
よ
」
と
仰
せ
下
さ
る
。

３
春
の
深
山
路
』
弘
安
三
年
十
月
二
十
六
日
）

。
今
日
は
日
良
け
れ
ば
、
門
出
づ
べ
き
由
、
在
秀
申
せ
ば
、
そ
の
儀
に
な
り

ぬ
。
康
能
朝
臣
承
り
と
て
召
せ
ば
、
暮
る
る
程
に
参
り
ぬ
。
院
の
御
方
よ

り
仰
せ
下
さ
る
る
事
ど
も
多
し
。
ま
づ
黍
く
身
も
あ
ら
ぬ
か
と
の
み
辿
ら

る
る
程
の
こ
と
も
交
は
れ
り
。
や
が
て
東
宮
御
前
に
て
、
関
の
あ
な
た
に

て
申
す
べ
き
事
書
き
な
ど
賜
ひ
ぬ
。

翁
春
の
深
山
路
』
弘
安
三
年
十

一
月
十
三
日
）

こ
の
雅
有
の
東
下
が

『中
務
内
侍
日
記
』
起
筆
の
直
前
、
弘
安
三
年
十

一
月

で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
日
記
は
、
ま
さ
に
持
明
院
統

の
焦
燥
感
が
飽
和
状
態
に
達
し
て
い
た
時
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
始
発
す
る
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、
か
く
の
如
き
持
明
院
統
の
開
塞
状
況
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
、
実

は
、
常
磐
井
殿
に
行
っ
た
た
め
、
春
宮
御
所
に
参
上
し
て
い
な
か
っ
た
春
宮
権

大
夫
堀
川
具
守
で
あ
る
。

ま
ず
、
具
守
が
参
仕
し
て
い
た
と
い
う
常
磐
井
殿
に
関
わ
る
問
題
か
ら
考
察

し
た
い
。
こ
の
殿
に
つ
い
て
、
注
釈
書
で
は

「大
宮
院

（後
深
草
院
生
母
）
御

所
」
と
い
う
注
を
付
し
て
い
る
。
確
か
に
、
常
磐
井
殿
は
も
と
西
園
寺
実
氏
の

別
邸
で
、
実
氏
没
後
は
大
宮
院

（実
氏
女
）
に
譲
ら
れ
、
以
後
、
女
院
御
所
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
以
下
の

『勘
仲
記
』
の
記
事
か
ら
、

常
磐
井
殿
の
も
う

一
つ
の
側
面
が
見
え
て
く
る
。

・
丑
剋
皇
居
炎
上
、
（中
略
）
劃
∃
用
例
到
潮
遡
壺
飽
「
劃
劉
利
側
測
云
々

（弘
安
元
年
間
十
月
十
三
日
条
）

。
即
馴
副
「
川
制
翻
コ
創
ｇ
、
今
日
御
幸
始
也
、
院
司
右
少
辮
信
輔
奉
行
、
先

有
御
薬
儀
、
不
見
及
、
人
々
参
集
之
後
有
出
御
、
寄
御
車
於
中
門
廊
、
一Ｑ
（

自
開
劉
闘
川
鼎
囲
矧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（弘
安
三
年
正
月
三
日
条
）

ｏ
自
今
日
被
始
行
院
刷
圏
調
、
藤
宰
相
頼
親
卿
奉
行
、
州
潮
翻
州
殿
被
整
道

儀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（弘
安
四
年
五
月
二
日
条
）

。
夜
半
自
冷
泉
朱
雀
火
災
出
来
、
制
圏
州
側
洞
別
日
、
泉
屋
井
京
極
面
北
門

等
焼
残
云
々
、
新
開
月
習
耐
覇
翻
耐
翻
樹
蜘
コ
鮒
堀
倒
所



（弘
安
五
年
十

一
月
二
十
六
日
条
）

右
の
史
料
か
ら
、
常
磐
井
殿
に
は
大
宮
院
と
亀
山
院
が
同
座
し
て
い
る
こ
と
、

こ
の
邸
は
亀
山
院
の
御
所
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「常
磐

井
殿
の
御
参
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
弘
安
三
年
十
二
月
十
五
夜
、
堀
川
具
守
は

亀
山
院
仙
洞
御
所
に
伺
候
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
亀

山
院
の
院
政
下
に
あ
る
以
上
、
春
宮
権
大
夫
と
は
い
え
、
そ
ち
ら
に
参
上
す
る

方
が
常
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
先
述
の
如
く

「権
大
夫
、
祗
候
し
た
る
程
な
る
に
、

御
使
あ
り
」
と
い
う
口
吻
か
ら
は
、
そ
の
夜
の
具
守
の
春
宮
御
所
参
仕
は
予
定

さ
れ
て
い
た
こ
と
と
窺
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
具
守
は
春
宮
御
所
で
の
勤
め
を

差
し
置
い
て
、
亀
山
院
御
所
に
伺
候
し
た
と
、
春
宮
を
は
じ
め
女
房
達
が
受
け

止
め
た
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
貴
族
達
は
両
統
の
動
き
を
鋭
敏
に
と
ら
え
、
行
動
し

て
い
た
。
両
統
の
間
の
み
な
ら
ず
、
京
と
幕
府
と
の
間
を
巧
み
に
動
き
廻
り
、

権
力
を
掌
握
し
た
西
園
寺
実
兼
は
ま
た
別
格
と
し
て
も
、
い
ず
れ
の
御
代
と
な

ろ
う
と
自
分
の
地
位
を
確
保
す
る
た
め
の
処
世
術
は
必
要
で
あ
り
、
具
守
の
行

動
も
そ
う
し
た
も
の
の
一
つ
と
も
解
釈
で
き
る
。
大
覚
寺
統
の
世
に
あ
っ
て
、

春
宮
権
大
夫
と
い
う
持
明
院
統
寄
り
の
官
職
に
就
い
て
い
る
が
故
に
、
な
お
一

層
如
才
な
く
立
ち
回
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
は
も
と
よ

り
、
大
覚
寺
統
に
近
い
人
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ふ
し
も
あ
る
。

堀
川
具
守
は
正
三
位
内
大
臣
堀
川
具
実
の
孫
、
従

一
位
太
政
大
臣
堀
川
基
具

の
男
で
あ
る
。
基
具
は
後
嵯
峨
院
評
定
衆
の
一
人
で
あ
り
、
文
永
十
年
に
亀
山

天
皇
が
治
天
の
君
に
決
定
さ
れ
て
か
ら
以
降
は
、
天
皇
議
定
、
院
評
定
に
参
仕

し
た
公
卿
で
あ
っ
た
。
評
定
衆
は
独
立
性
が
高
い
と
は
い
え
、
大
覚
寺
統
側
近

と
い
う
点
で
は
変
わ
り
が
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
具
守
の
弘
安
期
前
後
の
閲
歴

を
、
『公
卿
補
任
』
を
参
考
に
し
、
以
下
に
ま
と
め
て
み
る
。

文
永
４

（‐２６７
）
年
　
　
非
参
議
従
三
位
、
右
中
将

（１９
歳
）

６

（囲
）
年
　
　
参
議
従
三
位
、
右
中
将

（２．
歳
）

７

（‐２７０
）
年
　
　
参
議
正
三
位
、
右
中
将

（２２
歳
）

８

（‐２７‐
）
年
　
　
参
議
従
二
位
、
右
中
将

。
加
賀
権
守

（２３
歳
）

ｎ

（‐２７４
）
年
　
　
権
中
納
言
従
二
位

（２６
歳
）

建
治
元

（‐２７５
）
年
　
　
権
中
納
言
従
二
位
、
春
宮
権
大
夫
・左
衛
門
督

（２７

歳
）

弘
安
元

（囲
）
年
　
　
権
中
納
言
正
三
位
、
春
宮
権
大
夫
・左
衛
門
督

（３０

歳
）

７

（‐２８４
）
年
　
　
権
大
納
言
正
三
位
、
春
宮
権
大
夫

（３６
歳
）

当
時
の
堀
川
家
の
格
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
に
し
ろ
、
亀
山

。
後
宇
多
天

皇
の
治
世
に
あ
っ
て
、
具
守
は
順
調
に
昇
進
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け

注
意
す
べ
き
は
、
具
守
女
が
亀
山
院
后
新
陽
明
門
院
に
仕
え
て
お
り
、
弘
安
八

年
に
は
後
宇
多
天
皇
皇
子

（後
の
後
二
条
天
皇
）
を
生
み
、
延
慶
元
年
に
西
華

門
院
の
院
号
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
の
話
で
は
あ
る
が
、
当
時
、
す

で
に
大
覚
寺
側
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
有
力
な
証
左
と
な
ろ

う
。
こ
う
し
た
人
物
が
春
宮
権
大
夫
に
就
い
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
持
明
院

統
が
、
釈
然
と
し
な
い
感
情
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

当
場
面
で
こ
の
堀
川
具
守
と
対
照
的
位
置
に
配
さ
れ
て
い
る
の
が
、
左
中
将

京
極
為
兼
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
後
に
、
為
兼
は
伏
見
天
皇
の
絶
大
な
信
任

を
得
て
、
政
務
に
携
わ
る
他
、
伏
見
天
皇
の
和
歌
師
範
と
し
て
歌
壇
を
牽
引
し

た
人
物
で
あ
る
。
後
深
草
院
に
出
仕
し
て
い
た
彼
が
、
い
つ
か
ら
春
宮
御
所
に

参
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
『春
の
深
山
路
』
の
弘
安

三
年
七
月
六
日
条
に
姿
が
見
え
、
お
そ
ら
く
そ
の
頃
か
ら
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
章
段
で
は

「男
に
は
左
中
将
ば
か
り
参
る
」
と
記
さ



れ
、
表
現
は
端
的
だ
が
、
ひ
と
き
わ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
新
参
者
な
が

ら
た
だ

一
人
、
い
つ
即
位
す
る
と
も
し
れ
な
い
春
宮
の
御
前
に
参
上
し
た
為
兼

と
、
春
宮
権
大
夫
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
亀
山
院
御
所
へ
向
か
っ
た
具
守
。

『中
務
内
侍
日
記
』
冒
頭
の
場
面
を
覆
っ
て
い
る
空
気
は
や
や
も
す
れ
ば
漠

然
と
し
た
哀
感
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
が
、
以
上
に
確
認
し

て
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
、
も
っ
と
冷
然
と
し
た
、
ま
さ
し
く
持
明
院
統
の

厳
し
い
現
実
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
も
い
る
。
五
年
前
、
後
深
草
院
の
覚
悟
の

訴
え
に
よ
り
、
持
明
院
統
は
春
宮
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
時
流
を
再
び
呼

び
戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
人

少
な
で
あ
る
春
宮
御
所
、
そ
し
て
、
「常
磐
井
殿
の
御
参
り
」
と
い
う
具
守
の
返

答
に
、
中
務
内
侍
を
含
め
、
女
房
た
ち
は
未
だ
大
覚
寺
統
の
世
で
あ
る
こ
と
を

否
応
な
し
に
痛
感
さ
せ
ら
れ
、
我
が
御
代
を
言
祝
ぐ
日
ま
で
果
た
し
て
幾
程
待

た
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
悲
痛
な
憔
悴
感
を
抱
い
た
に
相
違
な
い
の
で
あ

（６
）

２
つ
。

『中
務
内
侍
日
記
』
は
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た

上
で
、
解
釈
さ
れ
る
べ
き
作
品
で
は
な
か
ろ
う
か
。
持
明
院
統
に
仕
え
る
人
々

は
我
が
君
の
御
代
の
到
来
を
渇
望
し
、
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
皇
統
の
行
方
を

凝
視
し
続
け
て
い
た
。
冒
頭
に
如
上
の
挿
話
を
配
し
た

『中
務
内
侍
日
記
』
に

は
、
こ
う
し
た
意
識
が
通
奏
低
音
と
し
て
響
き
続
け
、
そ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
表
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
、
作
者
の
無
常
感
の
現
れ
と
し
て

括
ら
れ
て
来
た
も
の
の
中
に
も
、
実
は

「皇
統
」
を
意
識
し
た
表
現
が
少
な
く

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
次
節
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
景
物
に
関
わ

る
表
現
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
意
味
を
再
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

二

新
玉
の
年
を
重
ぬ
れ
ば
、
春
の
み
山
の
木
隠
れ
よ
り
、
花
郭
公
月
雪
に
つ

け
て
、
心
を
延
ぶ
る
慰
み
も
さ
す
が
に
あ
り
と
い
へ
ど
も

（下
巻
冒
頭
）

と
あ
る
よ
う
に
、
中
務
内
侍
は
種
々
の
憂
愁
に
と
ら
わ
れ
な
が
ら
も
、
春
宮
の

も
と
で
、
四
季
折
々
の
景
物
を
楽
し
み
、
風
流
あ
る
日
々
を
す
ご
し
て
お
り
、

作
品
に
も
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
、
鳥
の
音
、
天
象
の
移
り
変
わ

り
、
月
に
映
え
る
草
花
等
々
に
心
を
動
か
し
、
そ
う
し
た
事
物
は
し
ば
し
ば
詠

歌
の
契
機
と
も
な
っ
た
。
本
稿
で
検
討
し
て
い
る
冒
頭
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
弘
安

三
年
十
二
月
十
五
日
条
の
記
事
に
も
、
次
の
よ
う
な
場
面
が
あ
る
。

Ａ
す
さ
ま
じ
き
物
と
か
や
言
ひ
ふ
る
す
な
る
、
師
走
の
月
夜
な
れ
ど
、
宮
の

中
は
み
な
白
妙
に
見
え
わ
た
り
て
、
本
ゝ
の
槍
は
花
か
と
見
ゆ
。

Ｂ
な
を
立
ち
か
へ
り
、
あ
り
つ
る
方
を
御
覧
ぜ
ら
る
れ
ば
、
少
し
晴
れ
つ
る

空
も
ま
た
か
き
く
ら
し
、
風
も
は
げ
し
く
冴
え
た
る
に
、
劉
引
州
月
の‐
「

剌
も
、
あ
は
れ
を
そ
へ
て
ぞ
覚
ゆ
る
。

な
が
め
わ
び
心
も
劉
日
剰
割
別
Ｎ
引
コ
陶
引
劇
∃
副
劇
釧
引
馴
馴
剤

う
き
ふ
し
を
思
ひ
乱
れ
て
は
か
な
き
は
汀
の
産
の
雪
の
下
折

Ｃ
か
く
て
入
ら
せ
給
ひ
ぬ
れ
ば
、
御
留
守
の
御
所
に
寝
ぬ
れ
ど
も
、
し
ば
し

は
猶
端
を
開
け
て
、
晴
れ
曇
る
空
を
な
が
め
て
、
何
と
な
く
物
語
ど
も
す

る
に
、
時
う
つ
り
烏
割
ｕ
国
川
Ⅵ
嘲
釧
日
、
ま
た
あ
は
れ
を
添
ふ
る
鐘
の

音
も
枕
に
ち
か
き
心
地
し
て
、
い
と
あ
は
れ
に
物
悲
し
。

我
な
ら
で
鳥
も
な
き
け
り
音
を
そ
へ
て
明
け
ゆ
く
鐘
の
絶
ゆ
る
ひ
ゞ

き

に

さ
て
、
『中
務
内
侍
日
記
』
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
印
象
的
に
描
か
れ
て
い
る

風
物
は
月
で
あ
ろ
う
。
本
日
記
は
夜
の
出
来
事
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
大
半
で
、



お
の
ず
か
ら
月
の
記
述
も
多
く
、
し
ば
し
ば
天
象
記
事
と
相
候
っ
て
、
さ
ら
に

哀
れ
深
い
情
趣
を
壌
し
出
し
て
い
る
。
引
用
文
傍
線
部

（単
線
）
は
、
そ
う
し

た
表
現
個
所
で
あ
る
。

月
や
天
候
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
藤
本
勝
義
氏
の
考
察
が
あ

る
。
藤
本
氏
は
、

本
日
記
の
特
徴
で
あ
る
憂
愁
の
色
調
は
、
上
巻
に
特
に
顕
著
で
あ
る
が
、

そ
の
上
巻
も
、
弘
安
七
年
の
分
が
多
く
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
弘
安

三
～
六
年
の
記
事
は
そ
れ
ぞ
れ
一
事
例
ず
つ
し
か
な
い
と
い
う
偏
り
を
示

し
て
い
る
。
特
に
印
象
的
な
そ
れ
ら
の
事
例
が
選
び
と
ら
れ
、
他
は
切
り

捨
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
決
ま
っ
て
、
東
宮
を
囲
ん
で
の

風
流
な
遊
び
の
模
様
を
情
趣
的
に
描
い
て
い
て
、
自
然
描
写
が
必
ず
な
さ

れ
、
ほ
と
ん
ど
が
月
光
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

と
さ
れ
た
後
、
諸
事
例
を
検
討
さ
れ
、
ま
と
め
の
一
つ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
た
。

そ
し
て
ほ
と
ん
ど
に
、
雨
を
中
心
と
し
た
薄
暗
い
空
合
い
が
記
さ
れ
て

お
り
、
作
者
自
身
の
憂
愁
の
思
い
の
重
な
る
天
象
の
日
が
、
自
然
と
選
び

と
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
日
記
執
筆
時
、
す
な
わ
ち
無

常
の
世
を
十
分
体
験
し
た
四
十
歳
前
後

（「新
注
」
説
）
の
、
死
を
控
え
た

時
期
の
作
者
の
心
情
が
、
か
な
り
投
影
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
決
し

て
、
王
朝
的
情
趣
そ
の
も
の
を
無
条
件
に
継
承
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

中
世
的
無
常
観
が
被
さ
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

右
は
適
切
な
見
解
で
あ
り
、
傾
聴
す
べ
き
ご
考
察
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
日
記
に
は
、
「作
者
の
心
情
」
や

「中
世
的
無
常
観
」
と
い
う
語
だ
け
で
は
括

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
、
『中
務
内
侍
日
記
』
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
切
り

日
と
な
り
得
る
表
現
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
推
測
し
て
い
る
。
結

論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
そ
う
し
た
例
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

藤
本
氏
は
、
上
巻
に
登
場
す
る
月
と
天
候
の
描
写
に
限
定
し
て
考
察
さ
れ
た
。

本
日
記
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
意
味
を
読
み
解
く
に
は
、
や
は
り
上
下
巻
と
も
に

検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
、　
一
見
あ
り
ふ
れ
た
素
材
で

あ
る
月

ｏ
天
候
を
検
討
し
、
そ
の
意
味
や
機
能
を
考
究
し
た
い
。

Ｄ
…
…
四
年
の
八
月
十
六
日
、
黄
昏
の
程
よ
り
か
き
く
れ
て
降
る
雨
の
、
更

剣

劃

目

馴

劉

鋼

日

刊

Ｊ

剛

到

創

劇

剣

剤

詔

司

り

酬

。

―

洲
ｕ
剖
日
、
な
を
曇
ら
ぬ
露
の
光
、
（中
略
）
あ
か
月
近
く
な
る
程
に
、
院

０

列
劃
剖
列
「
劇
到
劃
躙
制
割
劉
側
¶
鋼
「
副
副
刻
馴
副
洲
圃
酬
副
Ⅶ
列

ｄ
、
あ
は
れ
も
添
へ
て
面
白
け
れ
ば
、

鋼
ｄ
劇
ｄ
あ
は
れ
も
深
き
秋
の
夜
に
創
州
硼
酬
Ⅷ
測
馴
副
馴
到
到
刻

御
夜
の
後
も
と
み
に
寝
ら
れ
ず
。

夜
な
／
ヽ
は
寝
ぬ
夜
の
友
と
眺
む
る
に
霧
な
隔
て
そ
秋
の
夜
の
月

Ｅ
ま
た
弘
安
五
年
四
月
十
七
日
、
嵯
蛾
殿
の
御
留
守
な
り
し
に
、
雨
も
小
止

劃
引
「
引
割
測
翻
劉
馴
割
副
劉
倒
到
回
、
公
私
、
例
割
馴
劃
Ⅶ
劃
馴
例
馴
列
刻

馴
、
耐
側
倒
劉
を
御
覧
ぜ
ら
る
ゝ
御
供
に
、
三
位
殿
御
局
。
大
納
言
殿
・

別
当
殿
、
男
に
は
綾
小
路
の
三
位

。
土
御
門
の
少
将
、
そ
ゞ
ろ
ご
と
ど
も

申
て
、
お
か
し
く
興
あ
る
事
ど
も
な
り
。
日
「
列
Ｎ
望
回
倒
コ
Ⅷ
洲
ｕ
つ―
劉

到
州
洲
Ⅶ
刻
洲
酬
洲
副
測
馴
副
劃
劇
Ⅶ
コ
副
馴
、
花
た
ち
花
の
か
ほ
り
懐
か

し
き
も
、よ
そ
ふ
る
人
も
あ
り
顔
の
心
地
し
て
、光
な
き
夜
の
間
の
う
つ
ゝ

引
、
思
ひ
な
す
方
は
い
づ
れ
も
浅
か
ら
ね
ば
、
な
か
／
ヽ
な
る
忘
れ
形
見

に
、
今
も
尽
き
せ
ざ
り
け
り
。



嘲
目
調
湖
Ш
嘲
劇
倒
の
「
祠
ｄ
名
残
の
空
も
む
つ
ま
し
き
か
な

Ｄ
、
Ｅ
は
、
冒
頭
の
弘
安
三
年
十
二
月
十
五
日
条
に
続
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

る
。
Ｄ
は
月
見
の
記
事
で
、
夕
刻
か
ら
の
雨
も
上
が
り
、
「名
残
な
く
晴
れ
て
」

と
あ
る
も
の
の
、
読
み
進
め
て
い
く
と
、
霧
模
様
の
中
の
観
月
で
あ
っ
た
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
Ｅ
で
は
、
幾
日
も
雨
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。
藤
本
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
巻
で
は
、
Ｄ
、
Ｅ
、

ま
た
先
述
の
Ｂ
、
Ｃ
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
天
候
状
態
は
良
好
と
は
い
え
ず
、

月
も
冴
え
た
様
子
は
ほ
と
ん
ど
見
せ
る
こ
と
な
く
、
朧
げ
な
姿
で
描
か
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
様
相
は
次
第
に
変
化
を
見
せ
始
め
る
の
で
あ
る
。

Ｆ
五
月
六
日
、
御
花
延
び
て
、
六
条
殿
へ
十
三
日
御
幸
な
る
。
御
留
守
も
い

つ
し
か
人
な
く
さ
び
て
、
雨
じ
め
や
か
な
る
夕
暮
に
、
松
向
殿
の
御
簾
巻

き
上
げ
て
御
覧
じ
出
だ
さ
れ
た
り
。
御
前
に
大
納
言
殿
ば
か
り
候
ひ
給
ふ
。

費
子
に
立
ち
出
で
て
見
れ
ば
、
池
に
は
分
く
べ
き
ひ
ま
も
な
く
茂
り
た
り
。

董
間
に
見
ゆ
る
舟
の
、
あ
り
か
定
め
ず
浮
き
た
る
さ
ま
も
は
か
な
き
に
、

障
り
多
く
見
ゆ
れ
ば
、

は
か
な
く
て
蔵
間
に
見
ゆ
る
浮
舟
の
よ
る
べ
定
め
ず
物
ぞ
悲
し
き

暮
れ
ぬ
れ
ば
入
ら
せ
給
ひ
ぬ
。
今
脊
は
夜
も
疾
し
。
恐
し
き
ま
で
人
な
く

の
ど
か
な
る
釣
殿
に
出
て
見
れ
ば
、
雨
も
少
し
小
止
む
気
色
な
り
。
雲
の

絶
間
に
時
´
ヽ
も
り
出
で
て
霞
め
る
月
の
光
も
珍
し
き
心
地
し
て
、
大
納

言
殿
、雨

雲
に
し
ば
し
や
す
ら
ふ
夜
半
の
月
眺
む
る
人
の
心
を
や
知
る

と
覚
え
侍
て
、
い
た
く
心
尽
し
げ
な
る
影
も
恨
め
し
く
、
何
と
な
く
物
あ

は
れ
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（弘
安
九
年
五
月
十
三
日
）

Ｆ
は
上
巻
最
末
尾
に
あ
た
る
挿
話
で
あ
る
。
後
深
草
院
の
留
守
中
、
雨
の
夕

暮
に
、
春
宮
が
庭
を
御
覧
に
な
っ
た
。
相
変
わ
ら
ず
人
の
少
な
い
御
所
、
あ
た

か
も
、
上
巻
最
初
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
再
現
す
る
か
の
如
き
場
面
だ
が
、
や
や
持

ち
直
し
た
天
候
が
急
転
、
悪
化
し
た
Ｂ
と
は
異
な
り
、
Ｆ
で
は
、
作
者
が
釣
殿

に
出
る
と
、
雨
は
小
康
状
態
と
な
っ
た
。　
一
面
の
雲
も
切
れ
切
れ
と
な
り
、
月

影
さ
え
も
の
ぞ
く
。

Ｇ
暮
れ
ぬ
れ
ば
春
宮
は
院
の
御
所
へ
入
ら
せ
お
は
し
ま
し
て
、
御
舟
に
召
し

て
川
倒
園
ぜ
引
劉
。
劉
洲
國
爾
利
創
劉
司
「
刻
「
、
な
か
／
ヽ
見
所
あ
る
さ

ま
な
り
。
心
の
中
に
、

晴
れ
曇
る
月
ぞ
な
か
ノ
ヽ
め
づ
ら
し
き
空
も
心
の
あ
る
夜
な
る
か
な

御
舟
ど
も
果
て
ぬ
。
御
湯
殿
の
上
の
費
子
に
立
ち
出
で
て
見
れ
ば
、
川
釧

あ
た
り
な
る
雲
も
晴
れ
て
、
庭
の
浅
茅
も
露
の
光
も
見
え
分
く
に
、
更
け

に
け
る
夜
の
気
色
、
釣
殿
の
方
へ
出
て
見
れ
ば
、
灯
籠
の
灯
火
か
す
か
に

て
、
遣
水
の
石
間
に
漏
る
ゝ
音
の
み
あ
は
れ
に
聞
こ
ゆ
。

（弘
安
十
年
九
月
十
二
日
）

Ｈ
十
五
日
、
内
侍
所
御
神
楽
。
日
∃
ョ
ｑ
「
ｑ
倒
硼
利
Ｈ
Ч
劇
陶
列
川
引
日
、

和
琴
に
冷
泉
の
侍
従
頼
成

（中
略
こ
利
釧
劉
国
剣
ｇ
副
刈
口
囲
刻
川
劉
日
、

日
数
経
て
降
り
積
み
た
る
雪
に
、
か
つ
降
り
添
ふ
気
色
、
池
の
中
島
、
松

の
木
ず
ゑ
、
木
夕
の
槍
輝
き
た
る
も
、
庭
火
の
影
に
東
帯
の
黒
き
が
上
に

降
り
か
ゝ
る
雪
は
、
打
払
ふ
も
折
か
ら
こ
と
に
、
澄
み
神
さ
び
た
る
気
色
、

限
り
な
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（弘
安
十
年
十
二
月
十
五
日
）

Ｉ
八
日
、
月
さ
し
出
づ
る
程
に
、
勾
当
と

一
車
に
て
行
。
夕
月
夜
の
淋
し
き

影
、
内
野
の
は
る
´
ヽ
と
霜
枯
の
野
辺
に
障
る
物
な
く
見
え
た
る
も

な
か
ノ
ヽ
お
か
し
き
に
、

霜
枯
の
野
辺
に
し
あ
れ
ば
は
る
た
ヽ
と
所
得
が
濃
Ｆ
肯
只
ツ
変
‘
草
む

（正
応
元
年
十

一
月
八
日
）

Ｊ
二
月
十
日
、
春
日
の
臨
時
の
祭
に
立
つ
。
此
儀
、
初
め
た
る
事
な
れ
ば
、



面
白
く
も
嬉
し
く
て
。
（中
略
）
更
け
た
る
月
の
、
本
の
間
よ
り
見
え
て
、

庭
火
の
影
、
神
さ
び
た
る
笛
の
音
、
拍
子
の
音
も
す
ご
く
、
舞
人
の
立
ち

舞
ふ
気
色
、
光
を
神
も
い
か
に
と
、
面
白
く
め
で
た
し
。

君
が
世
に
か
ゝ
る
光
の
色
そ
ふ
る
神
の
心
も
思
ひ
知
ら
れ
て

（正
応
三
年
二
月
十
日
）

下
巻
に
移
る
と
、
Ｇ
で
は
、
曇
り
が
ち
の
空
は
や
が
て
晴
れ
わ
た
り
、
Ｈ
で

は
、
冴
え
た
月
光
が
雪
の
積
も
っ
た
宮
中
を
さ
ら
に
輝
か
す
。
大
嘗
会
の
女
工

所
始
に
向
か
う
場
面
を
描
く
Ｉ
に
お
い
て
は
、
澄
ん
だ
月
が
内
野
を

「所
得
が

ほ
に
し
照
ら
し
て
い
る
。
上
巻
の
弘
安
七
年
三
月
十
七
日
条
で
、
「お
ぼ
つ
か
な

き
程
に
霞
め
る
月
」
が
、
１
か
こ
ち
が
ほ
な
る
」
と
も
言
ひ
ぬ
べ
」
き
様
子
で

あ
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
で
、
月
は
春
日
臨
時
祭
を
照
ら
し

出
し
、
光
を
添
え
て
い
る
。

如
上
に
述
べ
来
っ
た
よ
う
に
、
上
巻
と
下
巻
で
は
、
明
ら
か
に
、
月
の
輝
き

に
歴
然
た
る
差
異
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
そ
の
違
い
は
何
に

起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
上
巻
と
下
巻
の
内
容
の
差
、
す
な
わ
ち
、
下
巻
の
ほ
と
ん
ど
が
、

弘
安
十
年
十
月
二
十

一
日
伏
見
天
皇
即
位
以
後
の
記
事
で
あ
る
こ
と
に
思
い
至

ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
「中
務
内
侍
日
記
』
に
記
さ
れ
た
月
や
天
候
の
様
相
は
、
伏

見
天
皇
、
持
明
院
統
を
め
ぐ
る
状
況
と
、
あ
た
か
も
呼
応
す
る
形
と
し
て
辿
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
Ｂ
で
は
、
未
だ
即
位
の
見
通
し
も
立
た
な
い
頃
に
あ
る
春
宮

が
、
寂
然
た
る
御
所
の
様
子
を

「御
覧
ぜ
ら
」
れ
る
と
、
風
は
立
ち
、
空
は
や

に
わ
に
か
き
曇
り
、
そ
の
視
界
さ
え
も
遮
ら
れ
て
し
ま
う
。
Ｄ
で
は
霧
に
、
Ｅ

で
は
雨
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
「光
な
き
夜
の
闇
」
と
、
ま
さ
に
、
閉
塞
的
状
況
に

あ
っ
た
当
時
の
持
明
院
統
の
姿
が
、
こ
こ
に
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
Ｆ
、
Ｇ
で
は
、
そ
う
し
た
後
深
草
院
、
春
宮
御
所
に
も
、
よ
う
や
く
月

光
が
射
し
始
め
、
長
年
の
切
願
で
あ
っ
た
伏
見
天
皇
即
位
を
果
た
し
て
か
ら
以

降
は
、
月
は
清
澄
な
光
を
照
射
し
続
け
る
。

こ
う
し
た
表
現
は
偶
然
に
よ
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
中
務
内
侍
は
、
実

は
、
上
巻
弘
安
八
年
二
月
十
七
日
条
に
て
、
「月
に
す
む
雲
井
の
花
を
よ
そ
に
見

て
馴
れ
し
昔
の
今
日
ぞ
恋
し
き
Ｌ
雲
の
上
の
月
に
心
は
す
む
も
の
を
標
の
外
に

や
思
ひ
な
す
ら
む
」
と
、
宮
廷
を
月
に
喩
え
た
表
現
を
使
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
所
為
を
勘
案
す
る
と
、
右
に
提
示
し
た
、
持
明
院
統
の
状
況
と
月

ｏ
天
候
に

関
す
る
表
現
の
連
動
性
は
、
意
識
的
に
な
さ
れ
た
手
法
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

月
が
皇
室
の
暗
喩
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
は
、
中
世
に
お
い
て
、
宮
廷
に
奉

仕
す
る
者
の
手
に
な
る
作
品
に
多
々
見
ら
れ
る
。
『建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
で

は
、
次
掲
の
和
歌
の
よ
う
に
、
建
礼
門
院
の
比
喩
と
し
て
使
わ
れ
る
。

雲
の
う
へ
に
か
か
る
月
日
の
ひ
か
り
み
る
身
の
ち
ぎ
り
さ
へ
う
れ
し
と
ぞ

お
も
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（二
番
歌
）

あ
ふ
ぎ
み
し
む
か
し
の
雲
の
う
へ
の
則
か
か
る
み
や
ま
の
か
げ
ぞ
か
な
し

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（二
四

一
番
歌
）

『高
倉
院
升
週
記
』
で
は
、

最
勝
光
院
に
て
御
月
忌
始
ま
り
し
に
ま
い
り
て
、
雨
の
降
り
し
に
晴
れ

て
、
月
の
お
ぼ
ろ
な
る
を
な
が
め
て
、

よ
そ
へ
つ
ゝ
な
が
む
る
月
も
お
ぼ
ろ
に
て
雲
隠
れ
に
し
君
ぞ
恋
し
き

と
、
月
は
故
高
倉
院
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
て
登
場
し
、
ま
た
、
後
深
草
天
皇
に

仕
え
た
弁
内
侍
に
よ
る

『弁
内
侍
日
記
』
で
は
、
月
や
天
候
は
作
品
の
重
要
な

モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
お
り
、
殊
に
月
に
関
し
て
は
、
そ
の
象
徴
化
は
さ
ら
に
進

み
、
皇
室
賛
美
の
記
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

四
月
十
三
日
、
り
ん
じ
に
内
侍
所
へ
使
に
た
ち
て
侍
し
に
、
こ
ん
ら
う
を



と
を
り
て
、
ぎ
や
う
で
ん
の
だ
ん
の
う
へ
な
れ
ば
、
夜
ふ
け
て
め
ぐ
る
月

の
か
げ
さ
や
か
に
見
え
し
か
ば
、
弁
内
侍

ま
す
か
ゞ
み
く
も
ら
ぬ
み
ち
に
つ
か
へ
て
ぞ
剖
劇
引
剖
月
の
か
げ
も

見
る
べ
き
　
　
　
　
　
　
　
（第
五
段
　
寛
元
四
年
四
月
十
三
日
）

中
務
内
侍
と
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
き
た
後
深
草
院
二
条
の
日
記
『と
は
ず
が
た
り
』

で
も
、
月
光
は
、
後
深
草
院
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

夜
も
や
う
ノ
て
ヽ
更
け
ゆ
け
ど
も
、
帰
ら
む
空
も
お
ぼ
え
ね
ば
、
む
な
し
き

庭
に
一
人
ゐ
て
、
音
を
思
ひ
つ
ゞ
く
れ
ば
、
折
／
ヽ
の
御
面
影
、
た
ゞ
今

の
心
地
し
て
、
何
と
申
尽
く
す
べ
き
言
の
葉
も
な
く
、
悲
し
く
て
、
川
を

見
れ
ば
、
さ
や
か
に
澄
み
昇
り
て
見
え
し
か
ば
、

く
ま
も
な
き
月
さ
へ
つ
ら
き
今
宵
か
な
曇
ら
ば
い
か
に
う
れ
し
か
ら

ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
五
　
後
深
草
院
崩
御
）

『中
務
内
侍
日
記
』
に
お
い
て
も
、
月
と
天
象
は
皇
室
に
対
す
る
意
識
を
喚

起
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い
だ

ろ
う
。
従
来
、
中
務
内
侍
個
人
の
無
常
観
の
表
出
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
表
現
の

中
に
、
彼
女
の

「内
侍
」
と
い
う
公
的
職
掌
と
積
極
的
に
結
び
付
け
て
理
解
せ

ね
ば
な
ら
な
い
文
辞
が
、
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
多
く
の

先
学
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
上
巻
の
題
材
選
択
に
は
か
な
り
吟
味
が
重

ね
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
論
じ
た
点
も
取
捨
基
準
と
し
て
機
能
し

た
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
さ
ら
に
私
が
注
目
す
る
の
は
鳥
の
音
で
あ
る
。
引
用
文
に
二
重
傍
線

を
付
し
て
示
し
た
よ
う
に
、
作
品
冒
頭
に
置
か
れ
た

一
連
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、

鳥
に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。
紙
幅
の
制
約
上
、
羅
列
的
に
述
べ
る
に

留
め
ざ
る
を
え
な
い
が
、
月
や
天
象
が
視
覚
的
に
皇
統
へ
の
意
識
を
喚
起
す
る

も
の
な
ら
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
、
鳥
の
音
は
聴
覚
的
に
作
用
を
及
ぼ
す
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

鳥
の
声
に
関
し
て
い
え
ば
、
す
で
に
松
本
寧
至
氏
が
下
巻
の
弘
安
十
年
十
二

月
二
十
六
日
条
に
つ
い
て
、
貴
重
な
説
を
提
示
し
て
お
ら
れ
る
。

廿
六
日
、
皇
目
日
の
御
方
へ
成
る
。
人
な
く
て
、
御
供
に
た
ゞ
一
人
参

り
た
れ
ば
、
還
御
待
ち
参
ら
せ
て
池
の
方
見
出
だ
し
て
つ
く
´
ヽ
と
眺
む

る
に
、
屈
硼
鳴
劃
ｄ
過
ぐ
る
が
、
昨
日
よ
り
こ
そ
春
も
立
ち
し
に
、
い
つ

し
か
越
路
に
や
帰
る
ら
ん
、
今
は
秋
こ
そ
頼
み
な
る
ら
め
と
思
ふ
に
、

春
来
ぬ
と
眉
は
越
路
に
急
ぐ
な
り
心
に
秋
を
頼
め
て
ぞ
行
く

皇
后
宮
は
後
深
草
院
皇
女
、
後
宇
多
院
皇
后
遊
義
門
院
で
あ
る
。
松
本
氏
は
、

持
明
院
統
に
政
権
が
移
っ
た
こ
の
時
期
の
女
院
を

「ま
た
秋
の
来
る
ま
で
立
去

る
雁
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
指
摘
さ
れ
、
彼
女
の
複
雑
な
立
場
が
こ
こ
に
示
さ

れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
先
の
見
え
な
い
閉
塞
状
況
の
只
中
に
あ
っ
た
、
Ｄ

の

「霧
こ
め
て
あ
は
れ
深
き
秋
の
夜
に
副
州
硼
劇
Ⅷ
測
到
劇
馴
到
到
刻
」
歌
と
勘

案
す
る
な
ら
、
雁
の
音
は
大
覚
寺
統
へ
の
意
識
を
想
起
さ
せ
る
景
物
と
解
釈
で

き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
よ
う
。

そ
し
て
、
Ｃ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
岩
佐
美
代
子
氏
が
興
味
深
い
解
釈
を
提

出
し
て
お
ら
れ
る
。

女
房
等
が
寝
物
語
に
月
旦
す
る
の
は
源
氏
物
語
の
人
物
や
筋
立
で
あ
る
。

そ
の
あ
げ
く
覚
え
ず
時
を
過
ご
し
て
、
明
け
よ
う
と
す
る
鳥
の
声
、
鐘
の

音
に
驚
か
さ
れ
、
は
っ
と
心
に
ひ
ら
め
く
も
の
―
―

あ
あ
、
そ
う
な
の
ね
。
浮
舟
だ
っ
て
身
を
投
げ
る
直
前
、
こ
ん
な
明

方
の
景
色
の
中
で
鐘
の
音
を
聞
い
た
の
だ
わ
。
ほ
ら
、
あ
の
歌
―
―

鐘
の
お
と
の
絶
ゆ
る
ひ
ゞ
き
に
音
を
そ
へ
て
我
が
世
つ
き
ぬ
と
君

に
伝
へ
よ

何
て
い
い
ん
で
し
ょ
う
、
身
に
つ
ま
さ
れ
て
泣
き
た
い
ぐ
ら
い
。
あ



ら
、
鳥
も
私
と

一
し
ょ
に
鳴
い
て
い
る
わ

岩
佐
氏
は
、
『源
氏
物
語
』
浮
舟
歌
を
、
Ｃ
の

「我
な
ら
で
鳥
も
な
き
け
り
音

を
そ
へ
て
明
け
ゆ
く
鐘
の
絶
ゆ
る
ひ
ゞ
き
に
し
歌
の
典
拠
と
み
な
さ
れ
た
。
穿

っ
た
読
み
に
す
ぎ
る
危
険
を
あ
え
て
冒
し
て
い
う
と
、
「我
な
ら
で
」
歌
に
、
「我

が
世
つ
き
ぬ
」
―
―
皇
統
断
絶
に
も
通
ず
る
―
―
の
意
を
響
か
せ
る
な
ら
、
さ

ら
に
、
こ
の
和
歌
は
含
蓄
深
い
も
の
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
作
品
を
読
み
直
し
て
い
く
と
、
郭
公
の
初
音
が
、
実
は
、
持
明

院
統
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
冒
頭
部

に
お
い
て
、
春
宮
周
辺
で
は
、
郭
公
の
声
は
ほ
ん
の
朧
げ
に
し
か
聞
く
こ
と
が

で
き
な
い
。
Ｅ
の
二
重
傍
線
部
に
示
し
た
如
く
、
待
ち
明
か
し
た
上
に
よ
う
や

く
か
す
か
に
耳
に
届
く
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
弘
安
五
年
四
月
十
七
日

条
の
次
に
記
さ
れ
る
弘
安
六
年
四
月
十
九
日
条
に
お
い
て
も
、
同
種
の
内
容
が

書
か
れ
て
い
る
。

南
殿
の
花
た
ち
花
盛
り
な
る
頃
な
れ
ば
、
創
洲
側
洲
―′
――
測
馴
剣
到
釧
測
到
釧

０

郭
公
の

「
お
ぼ
め
く
程
の
一
声
」
は
、
「霞
め
る
月
」
同
様
、
持
明
院
統
の
閉

塞
状
況
及
び
焦
燥
感
の
象
徴
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
「待

つ
か
ひ
あ
」
っ
て
、
伏
見
天
皇
即
位
後
、
中
務
内
侍
は
郭
公
の
声
を
は
っ
き
り

と
耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

四
月
十
四
日
、
松
尾
へ
立
つ
。
大
幣
に
葵
を
具
し
て
車
に
入
る
。
賀
茂

な
ら
で
又
葵
は
あ
り
け
り
と
、
今
日
始
め
て
、
珍
し
う
覚
え
て
、

待
ち
わ
び
し
そ
の
神
山
の
葵
草
又
許
す
世
の
神
も
あ
り
け
り

大
納
言
殿
の
御
局
へ
、「釧
到
剰
刻
Ⅶ
割
Ⅶ
到
劃
馴
釧
馴
到
釧
卿
劃
釧
到
酬

は
、
も
し
同
じ
声
を
や
聞
く
」
と
て
、

今
鳴
か
ん
声
を
し
聞
か
ば
時
鳥
教
へ
や
り
つ
る
初
音
と
は
知
れ

（下
巻
　
正
応
三
年
四
月
十
四
日
）

大
納
言
殿
か
ら
は
、
未
だ
鳴
か
ぬ
と
い
う
返
事
が
来
る
が
、
中
務
内
侍
は
「雨

晴
る
ゝ
空
に
の
ど
け
く
眺
め
し
て
待
つ
ら
ん
程
ぞ
思
ひ
や
ら
る
ゝ
」
と
返
歌
す

る
。
こ
こ
に
は
、
も
は
や
焦
り
と
い
っ
た
感
情
は
見
え
ず
、
む
し
ろ
内
侍
達
の

余
裕
す
ら
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
　
と
　
め

第

一
節
に
お
い
て
は
、
作
品
冒
頭
の
表
現
か
ら
看
取
さ
れ
る
、
持
明
院
統
の

切
迫
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
第
二
節
で
は
、
月
の
光
、
鳥
の
音
と
い
っ
た
景
物

に
包
含
さ
れ
た
意
味
や
機
能
に
つ
い
て
、
考
究
を
試
み
た
。

以
上
に
論
じ
て
き
た
場
面
は
、
こ
れ
ま
で
、
さ
し
た
る
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
も

な
く
、
情
趣
あ
る
春
宮
御
所
の
ひ
と
こ
ま
と
し
て
読
ま
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
本
稿
は
従
来
の
説
を
否
定
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
情
景
か
ら

『中
務
内
侍
日
記
』
が
始
め
ら
れ
た
意
味
が
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『中
務
内
侍

日
記
』
を
論
究
す
る
に
あ
た
り
、
作
者
の
内
侍
と
い
う
職
掌
、
そ
し
て
両
統
迭

立
の
始
発
期
と
い
う
視
点
の
導
入
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
、
再
認
識
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
。

本
論
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
検
討
す
べ
き
問
題
を
種
々
残
し
た
ま
ま
、
稿

を
終
え
ざ
る
を
え
な
い
。
『中
務
内
侍
日
記
』
研
究
の
前
提
と
し
て
の
位
置
づ
け

に
甘
ん
じ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
を
礎
に
、
今
後
、
課
題
の
論
究
に
努
め
た

い
。

江̈（１
）
岩
佐
美
代
子
氏

「彰
考
館
中
務
内
侍
日
記
に
つ
い
て
」
η
中
世
文
学
」
二
十
六
、

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
）。



（２
）

〓
一角
洋

一
氏

「「中
務
内
侍
日
記
」
に
つ
い
て
」
「
ミ
メ
ー
シ
ス
』
三
、
昭
和
四
十

七
年

一
月
）、
松
本
寧
至
氏

『中
世
女
流
日
記
文
学
の
研
究
」
（明
治
書
院
、
昭
和
五

十
八
年
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
冒
頭
の
数
話
は
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た

グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
松
本
氏
説
に
従
い
、
弘
安
七
年
の
記
事

あ
た
り
ま
で
を
主
な
検
討
対
象
と
し
て
い
る
。

（３
）

新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
十

一
「中
世
日
記
紀
行
集
し
（岩
波
書
店
、
平
成
二
年
）

二
一
五
頁
、
注
二
十
七
。

（４
）
　

「女
性
史
か
ら
み
た

『弁
内
侍
日
記
ヒ

（新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
月
報
五
、
平

成
六
年
六
月
）。

（５
）

注
（３
）前
掲
書
。
玉
井
幸
助
氏

「中
務
内
侍
日
記
新
注
』
（大
修
館
書
店
、
増
補
版

昭
和
四
十

一
年
）
の
注
も
同
主
旨
。
な
お
、
常
磐
井
殿
に
つ
い
て
は
、
川
上
貢
氏

■日

本
中
世
住
宅
の
研
究
』
（墨
水
書
房
、
昭
和
四
十
二
年
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（６
）

春
宮
御
所
の
女
房
達
が
、
日
頃
か
ら
大
覚
寺
統
へ
の
対
抗
意
識
を
抱
い
て
い
た
こ

と
は

『春
の
深
山
路
」
の
次
の
記
事
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

十
九
日
、
春
宮
の
御
鞠
始
め
な
り
。
ま
づ
参
内
、
そ
の
後
坊
に
参
る
。
女
房
ぷ
７

日
御
鞠
始
め
な
り
。
御
師
匠
の
身
さ
な
が
ら
立
た
ざ
ら
む
こ
と
本
意
な
か
る

べ
し
。
且
は
院
の
御
方
よ
り
も
し
き
り
に
仰
せ
あ
り
。
い
か
さ
ま
に
も
立
つ
べ

し
。
翻
測
判
劉
訓
馴
測
馴
卿
馴
馴
洲
引
洲
馴
洲
劇
Ⅷ
割
Ⅶ
嘲
劇
洲
酬
到
到
馴
刑
馴

Ｌ

な
ど
と
申
さ
る
る
を
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（弘
安
三
年

一
月
十
九
日
）

（７
）
　

「中
務
内
侍
日
記
論
―
―
そ
の
世
界
と
執
筆
契
機
―
―
」
■
青
山
学
院
女
子
短
期

大
学
紀
要
し
三
十
八
、
昭
和
五
十
九
年
十

一
月
）。

（８
）

拙
稿
員
弁
内
侍
日
記
」作
者
の
執
筆
意
識
―
―
天
候
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―
―
ス
望
ｍ

文
』
六
十

一
、
平
成
五
年
九
月
）。

（９
）

松
本
寧
至
氏
注
（２
）前
掲
書
。

（１０
）
　

「中
世
の
女
流
日
記
　
中
務
内
侍
日
記
―
―
友
愛
の
文
学
」
η
文
学
」

一
九
九

一

夏
、
平
成
二
年
七
月
）。

拙
稿
で
の
本
文
引
用
は
、
以
下
の
書
に
よ
る
。

ｏ　
■中
務
内
侍
日
記
」

新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
十

一
『中
世
日
記
紀
行
集
』
（岩
波
書
店
、
平
成
二
年
）

・
『春
の
深
山
路
』

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
四
十
八

「中
世
日
記
紀
行
集
」
（小
学
館
、
平
成
六
年
）

・
『建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』

新
編
国
歌
大
規
第
四
巻
私
家
集
編
Ｈ
、
定
数
歌
編

（角
川
書
店
、
昭
和
六
十

一
年
）

『高
倉
院
升
退
紀
」

新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
十

一　
月中
世
日
記
紀
行
集
』

（岩
波
書
店
、
平
成
二
年
）

『弁
内
侍
日
記
」

「校
注
　
弁
内
侍
日
記
“

〈和
泉
書
院
、
平
成
元
年
）

■と
は
ず
が
た
り
』

新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
十

「と
は
ず
が
た
り
　
た
ま
き
は
る
」
（岩
波
書
店
、
平
成
六

年
）『勘

仲
記
」

増
補
史
料
大
成
二
十
四

『勘
仲
記
　
一
」
〈臨
川
書
店
、
昭
和
四
十
年
）

な
お
、
〈　
〉
内
は
割
書
。

―
―

本
学
大
学
院
助
手

―
―


